
解

答

一

と
び
あ
が
っ
た
り

手
を
た
た
い
た
り

手
を
あ
げ
た
り

問
一

１

２

３

踊
り
や
ダ
ン
ス

問
二

文
明
の
中
に
生
じ
た
「
文
化
」

問
三

問
四

（エ）い
ろ
ん
な
メ
デ
ィ
ア
や
商
品

問
五

グ
ロ
ー
バ
ル

問
六

問
七

（イ）言
葉
が
ど
ん
ど
ん
分
か
れ
て
い
く
こ
と
。

問
八

問
九

（ア）Ｃ

問
十

問
十
一

Ａ

Ｂ

Ｃ

（オ）

（ウ）

（イ）

漢
字
を
利
用

問
十
二

日
本
人
は

問
十
三

表
音

問
十
四

本
を
読
ん
だ
り
文
字
を
書
い
た
り
す
る

問
十
五

問
十
六

（ア）エ

問
十
七

問
十
八

（エ）こ
れ
で
わ
か

問
十
九

問
二
十

（ウ）

二

気

足

耳

手

目

①

②

③

④

⑤

三

た
い

（
ク
）

い
ぬ

（
カ
）

ね
こ

（
オ
）

へ
び

（
キ
）

す
ず
め

（
ウ
）

①

②

③

④

⑤

、

、

、

、

、

四

器
量

提
供

協
議

節
度

予
断

検
証

効
率

そ
ん
ぼ
う

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

い
ご
こ
ち

む
ぞ
う
さ

⑨

⑩

解

説

一

問
二

線
②
を
含
む
一
文
の
「
情
報
の
表
現
の
ち
が
い
が
生
ま
れ
ま
す

」
に
着
目
す
る
と
、
直
前
の
一
文
に
あ
る
「
踊
り
や
ダ

。

ン
ス
」
が
ぬ
き
出
せ
ま
す
。

問
七

線
⑦
の
前
後
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
文
明
と
文
化
の
違
い
に
着
目
し
ま
す

「
文
化
」
は
、
そ
の
文
明
の
中
の
一
部
分
を
担

。

っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
の
特
性
を
い
か
し
つ
つ
、
情
報
の
コ
ー
ド
と
モ
ー
ド
の
か
た
ち
を
つ
く
り
、
農
村
文
化
等
の

た
く
さ
ん
の
文
化
を
つ
く
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
後
に
「
文
明
圏
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
が
で
き
て
く
る
時
代
に
は
、

言
葉
も
ど
ん
ど
ん
分
か
れ
て
い
き
ま
す

」
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
理
由
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
は
選
択
肢

。

に
な
り
ま
す
。

（イ）

問
二
十

本
文
後
半
の
「
こ
の
よ
う
に
情
報
文
化
に
は

」
で
始
ま
る
段
落
に
着
目
し
ま
す

「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
カ
ル
チ
ャ
ー
」
と

、

。

は
、
そ
の
民
族
や
文
化
に
独
自
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら

「
民
族
や
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
独
自
な
情
報
文
化
が
集
ま
る

、

と

」
と
い
う
記
述
を
含
む
選
択
肢

の
内
容
が
ふ
さ
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

、

（ウ）

平
成

年
度

明
治
大
学
付
属
中
野
中
学
校
（
国
語
）

解
答
・
解
説

26


